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す
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お
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市
で
は
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子
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」
に
基
づ
き
、
す
べ

て
の
子
ど
も
た
ち
が
、
本
に
出
会
い
、

読
書
に
親
し
め
る
環
境
を
よ
り
豊
か

に
す
る
た
め
に
「
印
西
市
子
ど
も
読

書
活
動
推
進
計
画
第
二
次
」
の
策
定

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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び
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市
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み

み
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さ
ん
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怯計画の理念
　印西市の子どもたちの読書活動をみんなで支えていく
ため、計画の理念を「豊かなことばと心を育（はぐく）
む子どもの読書活動を推進するまち～本によるコミュニ
ケーション活動をとおして～」とし、次の3つを基本方
針に掲げ取り組んでいきます。
胸基本方針1　子どもの読書活動を深める機会の提供・
充実
　子どもたちが読書の楽しさにきづくきっかけをつくり、
本と出会い、本に親しみ、読書体験を深めることができ
るようにおはなし会や読み聞かせなどを支援します。
胸 基本方針2　子どもの読書活動をみんなで支える読書
環境の整備・充実
　子どもたちが自ら読書を楽しむために図書資料を使い
やすい環境を整備し、貸し出しシステムの充実に努める
とともに、子どもたちの読書活動を支えるために図書館
司書・学校図書館司書・読書ボランティアなどの人材の
確保と充実が図られるよう総合的な読書環境づくりを支
援します。
胸基本方針3　子どもの読書活動に関する情報の普及・

啓発
　子どもたちが読書に興味
を持ち、保護者が子どもの
読書活動に関心を持てるよ
うに関連機関が子どもの読
書活動に関する情報を共有
し、さまざまな機会に広く
情報を発信するなどして支
援します。

印西市子ども読書活動推進計印西市子ども読書活動推進計画画
第二次（素案）の概第二次（素案）の概要要
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▲前田完一氏

　印西市消防出初式が、1月7日に松山下公
園総合体育館で行われ、市内外の来賓や消防
関係者などの臨席のもと、市長、消防長、団
長以下をはじめ450人を超える消防職・団員
が集まり、厳かに行われました。
　式典では、消防活動に尽力された154人が、
その功績を称え表彰されました。
【千葉県知事表彰】
葛功労章7人葛精勤章16人
【千葉県消防協会長表彰】
葛功労章4人葛精勤章11人
【千葉県防災対策監表彰】
葛防災対策監章15人
【千葉県消防協会印旛支部長表彰】
葛功労章7人葛勤続章10人葛精勤章24人

【印西市長表彰】
葛精勤章52人
【印西市長・消防団長表彰】
葛印西市長・消防団長章8人（小林小学校少
年消防隊）
※表彰受賞者および表彰受賞団体について
は、市ホームページ（トップページ→くらす
→防災→平成24年印西市消防出初式 ）に掲
載。
■問 防災課防災班（緯内線453）。

噛平成24年印西市消防出初式噛

 地域防災に尽力の154人に表彰

▲地域防災の要となる消防団員のみなさん

４月分からのコミュニティセンター４月分からのコミュニティセンターのの
使用料を変更しま使用料を変更しますす

　使用料の見直しにより、平成24年4月使用分から下表の
とおり変更になります。

胸フレンドリープラザ胸
（中央駅北コミュニティセンター）

料金（1時間）室名

320円集会室１

170円集会室２

300円多目的ホール１

300円多目的ホール２

230円工芸室

200円和室

180円調理室

胸サザンプラザ胸
中央駅南コミュニティセンター

料金（1時間）室名

270円集会室１

230円集会室２

710円多目的ホール

220円工芸・工作室

230円和室

200円調理室

胸永治プラザ胸
（永治コミュニティセンター）

料金（1時間）室名

280円多目的室１

280円多目的室２

130円和室１

130円和室２

130円調理室

胸船穂コミュニティセンター胸
料金（1時間）室名

550円多目的室

290円和室

150円調理室

170円工芸・工作室

　ここ数年、年の初めは
「印西大師巡り」を行って
いましたが、今年は第
88回東京箱根間往復大
学駅伝競走（箱根駅伝）
に出場した順天堂大学を
沿道から応援してきまし
た。大会前の壮行会で、

「必ずシード権を獲得して帰ってきます」という主将の
言葉どおり総合7位の成績をおさめ、大学関係者や地
元のみなさんの応援にこたえてくれました。厳しい予
選を勝ち抜き、本選でシード権を獲得する好成績を成
し遂げた喜びは、選手と指導に携わったみなさんに
とって計り知れないものと思います。順天堂大学の選
手ばかりでなく、多くの若人の力走を目の当たりにで
きたことは、年頭にふさわしいすがすがしさと活力を
与えていただきました。
　若い力の余韻が消える間もなく、1月8日に成人記
念式典を行いました。印西市の今年の新成人は1,326
人。わたしは「これからのみなさんに大切なものは、
ふるさと印西で生まれ育った誇りと、多様な価値観を
尊重し、共に生きることのできるやさしさと思いやり
です。成人として、強い志しと情熱を持って、新たな
一歩を踏み出し、自分自身の大きな夢を実現していた
だきたい」と祝辞を述べました。新成人代表の意見と
謝辞には、成人としての自覚があり、将来の印西市お
よび日本を担う力強さと頼もしさを感じました。
　成人記念式典前日の7日には、消防出初式を行いま
した。3月11日には、東日本大震災から一年を迎える
ことになります。昨年は、この震災を体験したすべて
のみなさんが、災害の恐ろしさについて考えられてい
たと思います。消防職・団員の務めは、火災発生時の
迅速な消防活動、地震や風水害などによる災害を最小
限に食い止め、住民の安全を守ることです。地域ぐる
みの防災体制を充実するためにも、消防団活動へ市民
のみなさんのご理解とご協力をお願いします。

■問 市民活動推進課市民活動支援班（緯内線343）。

※今回の「心の道標」は紙面の都合により休載させていた
　だきます。　


